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COBOL アプリケーション開発向けの生成 AI 活用例
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⚫プログラム仕様書

・________

・___________

・_______

・____
</>

説明

生成
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生成 AI に COBOL のコード説明をお願いしてみた
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生成 AI に COBOL のコード説明をお願いしてみた

© 2025 IBM Corporation5



コード説明やコード生成のお役立ち度

© 2025 IBM Corporation

• コード説明

• COBOL になじみのないエンジニアや初心者にとっては有用

• 有識者やベテランにとってはコードレビューやコードの読み飛ばしに有用

• コード生成

• COBOL アプリケーションが稼働するシステムは保守が中心であり、新規に大量にコードを書く機会は

多くないが、それでも有用か？

• テストコードをたくさん書く（＝テスト自動化に取り組む）ときには非常に有用

• お役立ち度

• 従来はヒトがやらなければならなかった開発作業のごく一部を生成 AI が支援するというものであり、

開発全体の生産性向上によるコスト削減という目に見えるほどの定量的な効果を得るには至らない

• ただし、技術者の世代交代促進に寄与という定性的な効果はありそう
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別のコードで生成 AI に COBOL のコード説明をお願いしてみた
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別のコードで生成 AI に COBOL のコード説明をお願いしてみた
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１番目のコードと２番目のコードを比較してみる
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COBOL 最強のリファクタリング
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プログラムで使用している半角シンボルを日本語で置き換える

すらすら読めない COBOL は読めるようになるまでリファクタリング

ネストが深すぎる
結合度の高いプログラ
ム間インターフェース

過去の変更履歴が残存

すらすら読めるコードがあるならプログラム仕様書は不要なのでは？
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COBOLは平易

最低限知っておくべき
命令はごく限定的

アルゴリズムは決まり
きった数パターンのみ

変数が日本語になれば
すらすら読める？

Java や Python のように業界全体にまたがる命名規則（クラス名はパスカルケース、メソッド名はキャメルケースなど）があればよいが、COBOLにはない



必要なドキュメントもある
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• “保守“だからこそ必要なドキュメント

• 案件対応の概要、対応方針、検討経緯、背景

• 業務的なカタマリの単位での処理概要説明

• データと処理の流れの全体像を分かりやすく

✓ オンライン・トランザクション

✓ バッチ処理全体で重要なファイル（多数の処理に参照されるファイル）作成処理とその前提条件

✓ データベース更新処理とその前提条件

✓ 帳票や外部システムと受け渡すファイル作成処理とその前提条件 など

✓ 例．オンライン会議用のソフトウェアに作ってもらった議事録を保管しておく あ、生成 AI だ（笑）
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COBOL モダナイゼーションは開発プロセスの見直しから
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• 開発プロセスの見直しとは

• 工程完了基準や工程そのものの見直し

• ツールの見直し→生成 AI 活用のインターフェースには統合開発環境が当たり前になっています

• ドキュメントのファイル形式の見直し→用途の広いファイル形式 md、YAML、JSON

• 現在の開発プロセスは適切に見直されていますか？

• 新規開発で必要なドキュメント≠保守で必要なドキュメント

• 新規開発当時からの慣習で当たり前に無駄な作業をしていませんか？

• 生成 AI活用が目的になっていませんか？

• プログラム仕様書作成を目的とした活用 vsプログラムの理解を助けることを目的とした活用

• プログラム仕様書作成自体が不要というプロセス見直しが実現できればそもそも検討不要か？
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COBOL 開発で生成 AI に期待すること
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最適なテスト
ケースを生成し
てくれる

テストケースに
応じたテスト
データを生成し
てくれる

要件を与えたら
修正箇所を特定
してくれる

不具合を修正し
てくれる不具合の原因を

調査してくれる

設計情報を与え
たらコード修正
してくれる

コードから設計
情報を生成して
くれる

障害報告書を作
成してくれる

コードの妥当性、
性能が悪いコー
ドや脆弱性を指
摘してくれる
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まずはコードからシステム全体のことが知りたい
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</>
</>

</>
</>

</>
</>

</>

</>

</>

</>
生成AI
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究極の読み飛ばし



AI の特性は「答えを確率的に返す」

関数特性

機能処理の作り方

品質の不変性

保守性

求められるスキル

y = f (x)
xの入力に対して「一意に」yを返す

機能処理をプログラミング

内部処理はホワイトボックス

要件に対して不変

要件を満たさないものはバグ

要件が変わる場合に変更

プログラムスキル

従来型プログラム

y = p (x)
xの入力に対して「確率的に」yを返す

機能処理を教師データで生成

内部処理はブラックボックス

教師データの品質や時間変化により

品質が変化

要件が変わらなくても、教師データや

モデルが変わる場合に変更

プロンプト・エンジニアリング

モデル選定と評価

AI (基盤モデル)
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COBOL 開発の生成 AI 活用はどうなる？
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AI 技術革新

影響調査

AI

設計

AI

開発

AI

テスト

AI

オープン・イノベーション プロセスに柔軟性を持たせる
= 過度な作り込みは避ける
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影響調査

AI

AIAI

ヒト

設計

AI

AIAI

ヒト

開発

AI

AIAI

ヒト

テスト

AI

AIAI

ヒト

ヒューマンインザループ



• COBOL モダナイゼーションは開発プロセスの見直しに優先的に着手

✓ 生成 AI ありきではなく、プロセスを見直した結果として必要なものへの適用を検討

まとめ

• 生成 AI 技術の進化スピードはとてつもなく早いことを念頭に

✓ オープン・イノベーションは COBOL 開発以外の世界から起こる

✓ 将来のあらゆる技術に柔軟に対応できるように過度な作り込みは避ける

活用したい技術の足枷にならないために

• 現時点で、COBOL 開発に関しては、生成 AI とは適度な距離感を保って、

つかずはなれず接していくのがよいかなぁ、と思っています
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